
ランドスケープと

ランドスケープと園芸療法は、

分野ではあるが、その接点は未だ

い。しかし、ランドスケープが扱

芸療法に貢献できる要素が多く含

思われる。今回は、園芸療法の構成要素

「緑の環境」、「植物」、「人」のうち

の環境」と「植物による五感の刺激

造園空間に隠されているその要素

みたい。

造園の仕事は、大きくは‘空間

であるハード面と、‘緑空間の管理運営

面の 2 つにわかれる。このハード

から「心地よい緑の環境」「五感の

事例を紹介していきたい。

1 五感を刺激する空間事例
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3) エデンプロジェクト 学びの場
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2 緑の空間におけるイベント

1) サントリー奥大山工場
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